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音楽の 構成に関する研究
“
マ イ　 ウ ェ イ
”
の 曲に み る動機 と外声の 処理 に つ い て
柴 田 史
1　 序
　音楽 とい うもの は ， 聞き手の 立場か ら考え る と， あま り衒学的に 探究す べ き もの で は ない が ，
日常 ， 意識的で ある か 否か に か か わ らず耳にす る音楽の 中に は ， 感銘し ， い つ まで も心に そ の
曲や旋律の 一部が 残る もの が ある 。 そ の よ うな曲を少 し注意深 く分析 して み る と， 非常に興味
深 い こ とが 見 い 出され ， 何気無 く聞 い て い た時 とは異な り， そ の 曲に 対す る新 た なる感動が心
の 底か ら沸 き上が っ て くるの で ある 。
　音楽 を作曲
1）す る とい う こ とは ， 作曲者の主義や理念を第三 者へ 伝達す る こ とに よ り， そ の
音楽をen賞　2｝す る時の 感情の 起伏を通 して ， 人 間の 知的 ・美的 ・道徳的 ・ 宗教的情操を高め て
行 くもの で ある 。 故に ， （1）客観性を持つ （聞い て理 解され る）， （2）芸術的感銘を与える こ
とが必要とな っ て くる 。
　前述の 諸概念を前提 として ，
“
マ イ　ウ ェ イ
”
（My 　Way ）の 曲を楽曲分析した結果 ， 著者は
そ の音楽に 一層魅了され ， 心の 動揺 を増幅 されたの で ある 。 故に ，
“
マ イ ウ ェ イ
”
の音楽構成 を
適確 に捕 え ， 理解 す る為 に考察 してみ る価値が ある と考え ， 研究に取 り か か っ た次第で ある 。
注
（1）こ の 場合 ， 創作 と い う表現よ り も， 一般的に作曲 と言っ た方が違和感を与えな い と思うの で ， その 用語を使用 した。 し
　か し，基本的に 作曲す る こ と と， 創作 す る こ と とは異 な る もの で あ る 。 歴史上 に 残 る作曲家 の 中で も創作家 と呼べ る人 々
　は ， 対 位 法音楽を高度に完成 させ たバ ッ ハ （Johan　Sebastian　Bach），和声的音楽に 基 づ き独自の 動機の 発展を成 し，
　又 ， ソ ナ タの 改革を達成 したベ ート ベー ン （Ludwig　van 　Beethoven）， “ ピア ノ の 詩人 ” と呼 ばれ ， ス ラ ブ人 の特性で
　ある 極端 な興 奮性 と，フ ラ ン ス 風 に洗練 され た表 出 ， ドイ ツ 的 な 教育の 結果 で ある 堅 実 な構成 と祖 国 ポーラ ン ドに 対す
　る熱烈な 愛国心 が独自の様式 を な して 音楽 を創 り上 げて い る　1， シ ョ パ ン （Fr6d6ric　FranCois　Chopin）， そ れ に，自民
　族 の 民俗音楽を研究 し，純粋 の ハ ン ガ リア音楽が ジ プ シ 化ー され た もの で な く， もっ と素朴で 力強い もの で ある こ と を
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　確 か め，バ ッ ハ の持 つ 対位法 とペ ート ベー ンの作曲法 と を融合 しよ う とした 音楽構成 を持つ バ ル トーク （B61a　Bart6k ）
　な ど， 数少 ない と考 えて い る。
  鑑賞を，ただ 単 に音楽 を享受 す る とい う受動的な活動で ある と考える な ら ば ， それ は鑑賞の 意味 を充分 に 捕 え た と は言
　え な い 。確か に音楽学習 に お い て 鑑 賞 と言 え ば， 多くの 場 合音楽 を聞 く学習形態が と られ ， 表 現活 動 とは異 な っ て，音
　楽 を受 け入 れ る （受容 す る ）立場 に あ り，しか も表現活動の 様な技能 を伴わ な い 故，い か に も消極的な活動に 考 え られ
　が ち で ある 。 しか し鑑 賞す る と言 う こ とは，音楽 を聞い て 心の 中で そ れ を追 い ， 自分の 心 の 中 に照応 させ なが ら，そ の
　対 象に共鳴 し，同調 し，ある い は 冷静 に ， その 価値 を判別す るの で あ る。従 っ て 極 め て 積極的な もの で あ る。も し曲 を
　聞 き， 音楽 を構成 す る要素の み を判別 す る だ けの もの で ある な ら ば，そ れ は鑑賞と言 うよ り も，む し ろ聴取 と 言うべ き
　 で ある 。
II　考察曲 とその 音楽構成
（1）曲名　 “マ イ　 ウ ェ イ
” My 　Way （作曲者　J．　Revaux，　C 　Francois，　G ．　Thibaut＆ P．　Anka ）
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囚 の 旋 律 の 骨 格
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四







團 の旋律 の 骨 格
’
ソ ラ ソ 卜’
上行進行 を使用 して 気分 を盛 り上 げて い る
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  対位法
　旋律 に バ ス を配置 して み る と， 対位法的処理に より， 外声が で き上が っ て い る こ とが うかが
　 え る 。
　　　圜　協和音 程を主体 とす る（お だや かで，安 定感が ある）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a’
b a”
L 一終 止 形
圍 不協和音 程 → 解決 を導 入 （緊張感を か も し出して い る）





（1）こ の 動 機 R1 は ， 以 下 に 発 展せ ず，一見取 っ て 付 けた よ うな もの で あ るが，この 曲全体 を誘 い 出すべ き重大 な働 き をなし ，
　 こ の よ うな性質 を もつ 動機 は ， 誘導動機 と呼ぶ べ きで あ る。 こ の 動 機が な くて も，曲 と して は成 立 す るが，な ん と も貧
　 弱な ， 表情 の な い 曲 に な っ て し ま う。
  コ ードネ ムー は，へ 長調の IIの 和音 に あた る もの を記 して い る が ， こ れ は偶成和音 で あ D ， 本来 こ の小節の 和声 は，
へ
　 長調の 1の 和音 で ある。
（3）V は，V の 和音の 変質型 を意味す る。な お，こ の 場 合 は ， トニ ッ ク と して の 性格 の 方が強く感 じ られ る。
（4）注｛2）と 同 じ。
（5）外声問の音程 の 度数を，単音程 に直 して 略記 して あ る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田 ：音楽 の 構成 に 関 す る研究
　　　　　　　　　　　　IIIベ ー トーベ ン に み られ る動機の 処理
　
“
マ イ　 ウ ェ イ
”





の 第一楽章 と比較 し て 見て み る こ と に した い 。 そ こ に は ， 偶然 と は とて も言
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　第一楽章は ， 四群か らな る大規模な ソナ タ形式 をな して い る 。
2）さ らに第一部 は ，
　第一主題の 提示 1〜21 （21小節） → 第一主題の 確保と推移22〜58 （37小節）→ 第二 主題の導
　入 59〜62 （4小 節）→ 第 二 主 題の 提示 63〜 66 （4 小節） → 第 二 主題の 確保 67〜74 （8 小節）
　 → 75〜94 （20小節）→ 終止95〜124 （30小節）




L 墜擁 」 剄 L ＿ 動 機 一
こ の 序的主題 と も言 え る もの が ，第 6小節目よ り第一 ， 第ニ バ イオ リ ン 及び ビオラ を中心に
して ， 模倣的処法に よ り第一主題の 主 要部を確保 ・ 発展 して 行 くの で ある。
　 　 　 　 　 6
こ の 動機は ， 次 に 第一バ イオ リン に よ り反復進行 され ， 音楽的 に激 し く切迫され ， 効果 をあ
げる こ と に な る 。
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　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　 柴田 ：音 楽 の 構成 に 関す る 研究
以後 こ の 動機 は， あ らゆ る声部に活用 され ， この 曲を不滅の 名曲 として い る 。







ピ ュ ラー音楽的に それを模倣 して ， 作曲 された こ とは明 らか で ある 。
　次 に ， 音楽を構成す る上で ， 今 1 つ の 大切 な もの で あ る対位法的処理が ， い か な る観点か ら
応用 さ れ て い る か を考え て 見る為 に ， シ ョ パ ン の 曲を取 り上げて み る 。
IV　 シ ョ パ ン に み られ る外声問の 処理
（1）曲名　ノ クターン作品 9の 2　変ホ長調　こ の 曲も ， あ ま りに も有名な曲の 1つ で あ り， 次
　 に 曲頭部 を示 して み る。
  譜例
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　シ ョ パ ン の こ の 曲は ， ピア ノ曲と して 以外 に も色々 と編曲され ， 演奏 さ れ て お り ， 大変親み
深 い 曲で ある 。 しか し ， その編曲法 をあや まる と ， 時 として 安 っ ぽ
い 曲 として演奏 されて しま
う こ とに なる 。 それ は ， シ ョ パ ン の 曲が持 つ 優雅で ， ひ と こ とで 言
い 尽 くせ ない ， あ ま りに も
メ ロ デ ィ ッ クな旋律の み を重視 しす ぎて ， そ の音楽の支 えの 1 つ とな っ て
い るバ ス進行を見落
し， シ ョ パ ン の音 楽を維持し て い る外声間の 対位法的処理 を配慮
に入れて い な い 為で ある 。 そ
の 技法がなけれ ば ， シ ョ パ ン の音楽 は単な る ム
ー ド音楽にな っ て し まう。
　で は ， 先に 示 した 曲頭部の 外声問の対位法的処理を見て み る と以下の よ うに なる 。
（3＞外声の 動き
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　こ の外声の 動 きだ け を演奏 して み て も， 素晴 ら し い 音楽に な っ て い る と思 う。本文の 主眼か
らは あえて逸脱す るが ， シ ョ パ ン は ， こ うした外声問の 対位法的配慮の 上 に 立 ち つ つ ， 天性の
音楽美学を旋律や ， その装飾変奏， 和声進行や伴奏部の 技法等に 生か し ， 創作活動に 真摯に取
りくん で ， 数多 くの 芸術作品 を世 に残 したの で ある 。
（4）変奏
　 “ マ イ　ウ ェ イ
”
の曲を ， シ ョ パ ン の ノ クターン 風 に変奏して み る と ， 次の よ うに な り， 実
に 興味深い 。 また ， 対位法的考察 をバ ッ ハ の曲で な く，あえて シ ョ パ ン の曲に向けた意図 もこ
の変奏 に よ り， 理解 され る と思 うの で ある 。
n （ 愈 蜘
V 　結論
　以上 の 考察に よ り
“
マ イ　 ウ ェ イ
”
の 曲は ， べ 一 トーベ ン の 和声 は も と よ り， 動機の 処理
法 と， シ ョ パ ン の外声に み られ るよ うな対位法的処理 と い う音楽を構成す る上 で最も大切 な 二
大要素 を曲の中に導入 し創作 して い る こ とが考え られ る 。 作曲者が意識 した か 否か は わか らな
い が ，
“
マ イ　 ウ ェ イ
”
の 音楽は ， 偉大なベ ー ト ベー ン及 び シ ョ パ ン の 音楽芸術の 心髄 と も言え
る作曲技法を基盤 として ， で き上が っ て い る 。
　そ して ， その芸術性豊 か な骨組 の中 に ， 作 曲者 自身の音楽性 を持 っ て装飾構成 を し ， か つ ，
種々 の 演奏形態に編曲可能な ， ポ ピ ュ ラ リ テ ィ ーな音楽と し て ， 楽曲 を完成さ せ て い るの で あ
る 。 言うまで もな く， そ の完成された 楽曲は ， べ 一 トーベ ン や シ ョ パ ン と異な っ た音楽に形成
され て い る所 に ， こ の 曲の存在価値が ある の で ある 。
　さ らに 今後 も色々 な形 で後世 の人々 に永 く愛され ， 心 を打 つ 名曲の 1 つ と して 残 っ て い くこ
とを ， 確信 し結論 とす る 。
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